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１．リスク管理の方針および手続きの概要 
　証券化取引における役割としては、投資家およびオリジネーターがあります。当金庫は有価証券投資の一環と
して捉え、「資金運用規程」「資金運用基準」等に則り購入しております。リスク認識につきましては、市場リスク
管理において把握しており、必要に応じて理事会等に諮り適切なリスク管理に努めております。 

２．証券化エクスポージャーについて、信用リスク・アセットの額の算出に使用する方式の名称 
　当金庫は標準的手法を採用しております。 

３．証券化取引に関する会計方針 
　当該取引に係る会計処理については、当金庫が定める「資金運用基準」及び日本公認会計士協会の「金融商品
会計に関する実務指針」に従った、適正な処理を行っております。 

４．証券化エクスポージャーの種類ごとのリスク・ウェイトの判定に使用する適格格付機関の名称 
　証券化エクスポージャーのリスク・ウェイトの判定に使用する適格格付機関は以下の４機関を採用しております。
なお、投資の種類ごとに適格格付機関の使い分けは行っておりません。 
・株式会社格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ） 
・株式会社日本格付研究所（ＪＣＲ） 
・ムーディーズ・インベスターズ・サービス・インク（Ｍｏｏｄｙ’ｓ） 
・スタンダード・アンド・プアーズ・レーティング・サービシズ（Ｓ＆Ｐ） 

イ． オリジネーターの場合 
①原資産の合計額等 
②３ヶ月以上延滞エクスポージャーの額等（原資産を構成するエクスポージャーに限る） 
③保有する証券化エクスポージャーの額及び主な原資産の種類別の内訳 
④保有する証券化エクスポージャーの適切な数のリスク・ウェイトの区分ごとの残高及び所要
自己資本の額等 

⑤証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額及び原資産の種類別の内訳 
⑥早期償還条項付の証券化エクスポージャー 
⑦当期に証券化を行ったエクスポージャーの概略 
⑧証券化取引に伴い当期中に認識した売却損益の額等 
⑨証券化エクスポージャーに関する経過措置の適用により算出される信用リスク・アセットの額 

①～⑨該当ございません。 

ロ． 投資家の場合 

①保有する証券化エクスポージャーの額及び主な原資産の種類別の内訳 

②保有する証券化エクスポージャーの適切な数のリスク・ウェイトの区分ごとの残高 
　及び所要自己資本の額等 
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